
特別支給手続開始決定公告

令和７年７月31日 東京地方検察庁検察官

下記のとおり、犯罪被害財産等による被害回復給付金の支給に関する法律第18条の規定

により特別支給手続の開始を決定したので公告する。

記

１ 犯罪被害財産支給手続番号 東京地方検察庁 令和７年第12号

２ 特別支給手続開始決定の年月日 令和７年７月31日

３ 支給対象犯罪行為の範囲

(1) 支給対象犯罪行為が行われた期間

平成29年11月中旬頃から令和４年１月27日までの間

(2) 支給対象犯罪行為の内容

指定暴力団住吉会向後睦会神田組の幹部である被告人が、東京都内の神田地区等に

おいて、いわゆる縄張であること誇示し、みかじめ料名目で飲食店等から金銭を脅し

取った行為。

４ 対象犯罪行為が支給対象犯罪行為の範囲に属するか否かについて判断の参考となるべ

き事項

(1) 東京都内の神田地区、御茶ノ水地区、水道橋地区、飯田橋地区及び東京駅皇居

側一帯で行われている

(2) 上記(1)の地域が縄張であるかのように誇示している

５ 残余給付資金の額 金30万2970円

６ 特別支給申請期間 令和７年７月31日から令和７年９月１日までの間

７ 犯罪被害財産の没収又はその価額の追徴の裁判に関する事項

(1) 裁 判 所 名 東京地方裁判所

(2) 裁判年月日 令和６年１月22日（同年２月６日確定）

(3) 被告人の氏名 杉潤二こと佐々木淳二こと髙橋 淳二

(4) 没収又は追徴の理由とされた事実の要旨及び罪名

（事実の要旨）

被告人は、当時指定暴力団住吉会向後睦会神田組の幹部であったが、みかじめ料名

目で金銭を脅し取ろうと考え、

① 同組の組長であった佐々木操と共謀の上、平成30年10月初旬頃、東京都千代田区

神田三崎町先路上又は同区神田三崎町「みとや水道橋店Ａ館」非常階段のいずれか

において、暴力団が同所周辺を縄張であるかのように誇示して飲食店等にみかじめ

料の支払を要求していると認識し、その身体及び店長を務めていた居酒屋である店

舗の営業等にいかなる危害を加えかねない気勢を示されるなどして佐々木操を怖が

っていた被害者に対し、被告人において、顔面や首筋等の入れ墨を示して、「おや



じの代わりだ」などと言い、暴力団構成員である被告人が佐々木操の代理としてみ

かじめ料を徴収するために同所周辺を回っているかのように誇示して暗に金銭の交

付を要求し、もしその要求に応じなければ、被害者の身体及び店舗の営業等にいか

なる危害を加えかねない気勢を示して被害者を怖がらせ、よって、平成30年10月初

旬頃から令和２年６月初旬頃までの間、各交付場所のいずれかにおいて、19回にわ

たり、被害者から現金合計28万5000円の交付を受け

② ①の犯行に引き続き、令和２年７月初旬頃から令和３年２月初旬頃までの間、各

交付場所のいずれかにおいて、８回にわたり、①のとおり被告人を怖がっていた被

害者から現金合計12万円の交付を受け

これらを脅し取った。

（罪 名）恐喝

８ この公告に関する問合せ先（申請書の持参又は郵送による提出先）

〒100-8903 東京都千代田区霞が関１－１－１

東京地方検察庁総務部犯罪被害財産支給手続担当

電話番号 03-3592-5611（代表）内線3350、4392


